




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（の酒井忠勝の印章は、 「鷄肋編」 （致道博物館蔵） に
見える彼の印章と一致する。
（















































































































































正徳・享保 （一七一一―三六） の頃の比留田家当主種秀の実名や名乗り（三郎兵衛 と記述が一致する。それゆえ、このように判断した。
（
（（）	
比留田家が高山家と積極的に結びつこうとしたと う理解をとるなら、
その背景として、十七世紀の山科で山科郷士と平百姓の差が無くなりつつあったことを （註
（（前掲岩上論文） 、想定するべきかもしれない。
十七世紀山科の住人高山八右衛門と高山市郎左衛門について
（33） 112
